
専門演習A
Expert Exercise Ａ330131028 黒谷万美子・

信太寿理 専門 1 必修 3前期

科目の概要

この科目はDP2.3に記載されている子どもの生活学科の教育目標である人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材
を育成する科目として設定されている。保育士、幼稚園教諭、小学校教諭となるための知識と技能及び実践的指導力と創造性を身に
付け、こどもの豊かな心 と想像力を養うことができるようにするために、職場・実習・就職活動でのマナー、こどもに対する理
解、こどもに関わる 問題についての視点を深め、こどもに関わる職業人としての基礎を身に付ける。

学修内容 到達目標

① 職場・実習・就職活動でのマナーを知り、その要点を
理解する。
② こどもについて深く理解し、こどもへの対応を考察す
る。
③ こどもに関わる問題についての視点を理解し、自らの
研究課題を認識する。

① 職場・実習・就職活動でのマナーを場面に応じて適切
に判断できる。
② こどもに対する理解と対応についてレポートにまと
め、報告することができる。
③ こどもに関わる問題のうち、自らの研究課題と解決策
についてレポートにまとめ、報告することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 到達目標を達成するという目標に向かって指示が無くても、課題を自ら見つけて取り組む
ことができる。

働きかけ力

実行力

周囲の人の能力を尊重し、協力を呼びかけるなど積極的に協働することができる。

課題を仕上げるための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

考え抜
く力

課題発見力 事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

計画力

創造力

目標達成のための優先順位を考えて、計画案を作成することができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

整理した内容を的確な文章で表現できる。

他者の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

多角的にものごとを捉えることで、場面に応じた適切な行動をとることができる。

自分の立場や役割を理解し、周囲の状況に応じた適切な行動をとることができる。

無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守ることができる。

失敗や困難を自己成長のチャンスと受け止め、前向きな態度で行動できる。

テキスト及び参考文献

適宜、プリントを配布する

他科目との関連、資格との関連

他教科との関連:「専門演習A」は学科共通コア科目として設定されており、基礎演習で獲得した知識・技術を活用す
る。その後に履修する「専門演習B」の基礎となる科目である。
関連する資格:保育士資格、幼稚園教諭一種免許、小学校教諭一種免許

学修上の助言 受講生とのルール

・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめ、内
容を整理する。
・社会人基礎力についての振り返りを行う為、学泉ノート
を持参する。

・授業中の私語は慎み積極的に授業に参加する。
・積極的なグループワーク、発表準備を行う。
＜注意＞出席・授業態度では、３回遅刻で１回欠席。10分以上の遅刻や早退、居眠
りは欠席扱い、更に5回欠席で－10点とする(１回につき－２点)。私語が多く再三
注意を受けるなど受講態度が良くないときには、その授業の出席を認めない場合が
ある。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

主体性：予習や復習を行い、自ら主体性をもって学ぶことができる
実行力：自分の将来にむけて真剣に考えることができる
課題発見力：様々な視点から課題をとらえることができる。
創造力：自らの意見を出しながら、グループ活動に参加することが
できる。
発信力：意見を述べたり、発表したりできる。
傾聴力：話を聴いたり、メモを取ったりして学ぶ姿勢ができてい
る。
規律性：グループワークや課題提出日など、授業が円滑に進行する
ようにルールを守ることができる。また、授業が円滑に進むよう協
力態勢をもち、社会人としてのマナーを身につける。
働きかけ力：グループのメンバーに自身の活動アイデアを伝え、よ
りよいパフォーマンスができるように話し合うことができる。
計画力：様々な授業の活動の計画を綿密に立て、練習を重ねながら
実践力等の質を向上することができる。
柔軟性：グループ内で活動の練習する中で、園児や児童の様々な実
態を考慮しながら、計画の練り直し等ができる。
情況把握力：グループ活動のとき等に人的・物的環境等を瞬時に把
握し、考慮して、活動の微調整ができる。
ストレスコントロール：相手の真意を測りながら、言動をコント
ロールできる。

・こどもに対する理解と対応について、教育者・保育 者
としての意識をもってレポートにまとめ、報告するこ と
ができる。
・職場・実習・就職活動でのマナーを場面に応じた適 切
な対応をほぼ完璧に判断できる。
・こどもに関わる問題のうち、自らの研究課題を自分 な
りの主張をもってレポートにまとめ、報告することが で
きる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

・授業内容を理解し、場面に応じた適切な判断ができるかを確認す
る内容を 出題する。

② ✓

③ ✓小テスト

① ✓

60

・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめ、内容を整理
する。
・社会人基礎力についての振り返りを行う為、学泉ノートを持参す
る。

② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：予習や復習を行い、自ら主体性をもって学ぶことができる
実行力：自分の将来にむけて真剣に考えることができる
課題発見力：様々な視点から課題をとらえることができる。
創造力：自らの意見を出しながら、グループ活動に参加することができる。
発信力：意見を述べたり、発表したりできる。
傾聴力：話を聴いたり、メモを取ったりして学ぶ姿勢ができている。
規律性：グループワークや課題提出日など、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。また、授業が円滑に
進むよう協力態勢をもち、社会人としてのマナーを身につける。
働きかけ力：グループのメンバーに自身の活動アイデアを伝え、よりよいパフォーマンスができるように話し合うことがで
きる。
計画力：様々な授業の活動の計画を綿密に立て、練習を重ねながら実践力等の質を向上することができる。
柔軟性：グループ内で活動の練習する中で、園児や児童の様々な実態を考慮しながら、計画の練り直し等ができる。
情況把握力：グループ活動のとき等に人的・物的環境等を瞬時に把握し、考慮して、活動の微調整ができる。
ストレスコントロール：相手の真意を測りながら、言動をコントロールできる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



・こどもに対する理解と対応について、教育者・保育 者
としての意識をもってレポートにまとめ、報告するこ と
ができる。
・職場・実習・就職活動でのマナーを場面に応じた適 切
な対応をほぼ完璧に判断できる。
・こどもに関わる問題のうち、自らの研究課題を自分 な
りの主張をもってレポートにまとめ、報告することが で
きる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

「オリエンテーショ
ン」
授業の目的や取り組み
について説明
（黒谷）

・講義 授業の目的と内容につ
いて理解できる。

（予習）学泉ノートに
目を通す
（復習）15回に渡って
育む社会人基礎力にに
ついて考える。 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

2

「保育実習を振り返っ
て」
・実習から学んだこと
（黒谷）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・ディスカッション

保育実習を振り返り反
省・考察を加え次回実
習の施設実習に活かす
ことができる。

（予習）実習をさせて
いただく立場であるこ
とを自覚し、指導力に
ついて考える
（復習）レポート等の
作成

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

3

「施設実習に向けて」
・マナーや態度につい
て
あいさつ、メールの打
ち方、電話のかけ方等
（黒谷）

・講義
・グループワーク
・演習
・小テスト(google
formsでのフィード
バック)

基本的なあいさつとお
辞儀,敬語の使い分け
を適切に判 断するこ
とができる。
また、電話、ＦＡＸ、
Ｅメールや名刺交換で
の 対応を適切に判断
すること ができる 。

（予習）社会人として基本
的に身に付けておかなけれ
ばならないことについて書
かれた本に目を通す
（復習）基本的なあいさつ
とお辞儀の使い分け、敬語
の 使い分けができるよう
にイメージトレーニングを
行う

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

4

「施設実習に向けて」
・記録・指導案の書き
方
（黒谷）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート(google
classroom)

施設実習における指導
案・記録について理解
し課題を提出すること
ができる。

（予習）社会人として
基本的に身に付けてお
かなければならないこ
とについて書かれた本
に目を通す
（復習）指導案・記録
についてレポートにま
とめる

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

5

「施設実習に向けて」
・礼状の書き方
・まとめ
（黒谷）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

実習後のお礼状および
記録提出について理解
し課題を提出すること
ができる。

（予習）社会人として
基本的に身に付けてお
かなければならないこ
とについて書かれた本
に目を通す。
（復習）課題について
レポートにまとめる

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

6

『幼保小及び施設、社
会において起きている
子どもや教育の問題に
ついてpart1』（ ）
・自身が問題と感じて
いることについて調査
し、レポートにまとめ
る

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート

保育及び小学校教育の
内容 についての疑問
これまでに学んだ保育
及び小学校教育の内容
から疑問を見つけ出
し、意見を述べたり、
ノートに記入したりす
ることができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

7

『幼保小及び施設、社
会において起きている
子どもや教育の問題に
ついてpart1』（ ）
・自身が問題と感じて
いることについて調査
し、レポートにまとめ
る

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート

保育及び小学校教育の
内容 についての疑問
これまでに学んだ保育
及び小学校教育の内容
から疑問を見つけ出
し、意見を述べたり、
ノートに記入したりす
ることができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

『幼保小及び施設、社
会において起きている
子どもや教育の問題に
ついてpart1』（ ）
・自身が問題と感じて
いることについて調査
したことの発表①
（ワークショップ方
式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容から見つけ出した
疑問や問題点、調査し
たことを発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

『幼保小及び施設、社
会において起きている
子どもや教育の問題に
ついてpart1』（ ）
・自身が問題と感じて
いることについて調査
したことの発表②
（ワークショップ方
式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容から見つけ出した
疑問や問題点、調査し
たことを発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

10

『幼保小及び施設、社
会において起きている
子どもや教育の問題に
ついてpart1』（ ）
・自身が問題と感じて
いることについて調査
したことの発表③
（ワークシ②ョップ方
式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容から見つけ出した
疑問や問題点、調査し
たことを発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

11

『幼保小及び施設、社会
において起きている子ど
もや教育の問題について
partⅡ』（信太）
・自身が問題と感じてい
ることについてpart1とは
違う問題について調査
し、レポートにまとめる

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート

 保育及び小学校教育
の内容に対する疑問か
ら研究対象を考え、決
定し考察を加え調査結
果についてレポートに
まとめることができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

12

『幼保小及び施設、社会
において起きている子ど
もや教育の問題について
partⅡ』（信太）
・自身が問題と感じてい
ることについてpart1とは
違う問題について調査
し、レポートにまとめる

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート

保育及び小学校教育の
内容に対する疑問から
研究対象を考え、決定
し考察を加え調査結果
についてレポートにま
とめることができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

13

『幼保小及び施設、社会
において起きている子ど
もや教育の問題について
partⅡ』（信太）
・自身が問題と感じてい
ることについてpart1とは
違う問題について調査し
たことの発表①（ワーク
ショップ方式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容に対する疑問から
研究対象を考え、決定
し考察を加え調査結果
について発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

『幼保小及び施設、社会
において起きている子ど
もや教育の問題について
partⅡ』（信太）
・自身が問題と感じてい
ることについてpart1とは
違う問題について調査し
たことの発表②（ワーク
ショップ方式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容に対する疑問から
研究対象を考え、決定
し考察を加え調査結果
について発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

『幼保小及び施設、社会
において起きている子ど
もや教育の問題について
partⅡ』（信太）
・自身が問題と感じてい
ることについてpart1とは
違う問題について調査し
たことの発表③（ワーク
ショップ方式）

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

保育及び小学校教育の
内容に対する疑問から
研究対象を考え、決定
し考察を加え調査結果
について発表すること
ができる

（予習）子どもに関わ
る問題について考える
（復習）保育及び小学
校教育の内容 につい
ての疑問 これまでに
学んだ保育及び小学校
教育の内容から疑問点
をノートに整理する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力



専門演習B
Expert Exercise Ｂ330132029 黒谷万美子・

信太寿理 専門 1 必修 3後期

科目の概要

この科目はDP2.3に記載されている子どもの生活学科の教育目標である人々の日常生活を子育ての面から支援すること
ができる人材を育成する科目として設定されている。これまでに培った保育士、幼稚園教諭、小学校教諭となるための
知識と技能及び実践的指導力と創造性を生かし、自身の課題や幼保小及び社会における子どもや教育の課題について探
求を深め、卒業研究につなげるための方法を学ぶ。

学修内容 到達目標

① 卒業研究の進め方や卒業論文の書き方を理解する
② 先行研究として論文や文献の探し方や読み取り方を理
解する
③ 卒業研究としてやりたいテーマを考える

① 卒業研究の進め方や卒業論文の書き方を理解し、レ
ポートにまとめることができる
② 先行研究として論文や文献の探し方や読み取り方を理
解し、その内容を考察することができる
③ 卒業研究としてやりたいテーマを考え、発表すること
ができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 予習や復習を行い、自ら主体性をもって学び続けることができる。

働きかけ力

実行力

働きかけ力：協力を呼びかけるなど積極的に協働することができる。

論文や文献を探し、読むことができる。

考え抜
く力

課題発見力 卒業研究としてやりたいことは何か、テーマを考えることができる。

計画力

創造力

卒業研究のための、計画案を作成することができる。

卒業研究のテーマを自ら考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

意見を述べたり、発表したりできる。

話を聴いたり、メモを取ったり学ぶ姿勢ができている。

場面に応じ柔軟な（適切な）行動をとることができる。

周囲の状況に応じた適切な行動をとることができる。

グループワークや課題提出日など、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができ
る

失敗や困難を自己成長のチャンスと受け止め、前向きな態度で行動できる。

テキスト及び参考文献

適宜資料配布
卒論・修論のためのアンケート調査と統計処理（東京図書）

他科目との関連、資格との関連

他教科との関連:「専門演習B」は学科共通コア科目として設定されており、基礎演習や専門演習Aで獲得した知識・技
術を活用する。その後に履修する「専門演習C」の基礎となる科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめ、内
容を整理する。
・社会人基礎力についての振り返りを行う為、学泉ノート
を持参する。

・授業中の私語は慎み積極的に授業に参加する。
・積極的なグループワーク、発表準備を行う。
＜注意＞出席・授業態度では、30分以上の遅刻や早退、居眠りは欠席扱い、更に5
回欠席で－10点とする(１回につき－２点)。私語が多く再三注意を受けるなど受講
態度が良くないときには、その授業の出席を認めない場合がある。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

① 卒業研究の進め方や卒業論文の書き方を理解し、レ
ポートＡ４で1枚以上にまとめることができる
②先行研究として論文や文献の探し方や読み取り方を理解
し、その内容を考察し、Ａ４で1枚以上にまとめることが
できる
③卒業研究としてやりたいテーマを考え、３つはまとめる
ことができる

① 卒業研究の進め方や卒業論文の書き方を理解し、レ
ポートＡ４で1枚以上にまとめることができる
②先行研究として論文や文献の探し方や読み取り方を理解
し、その内容を考察し、Ａ４で1枚以上にまとめることが
できる
③卒業研究としてやりたいテーマを考え、３つはまとめる
ことができる

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

講義内容についての理解度を図る小テストを複数回実施

② ✓

③ ✓小テスト

① ✓

30

学修シートを毎回提出させる
論文や文献などの先行研究についてのレポートを課す

② ✓

③ ✓レポート

① ✓

30

論文や文献などの先行研究についてのレポートを発表する

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：予習や復習を行い、自ら主体性をもって学び続けることができる。
働きかけ力：協力を呼びかけるなど積極的に協働することができる。
実行力：論文や文献を探し、読むことができる。
課題発見力：卒業研究としてやりたいことは何か、テーマを考えることができる。
計画力：卒業研究のための、計画案を作成することができる。
創造力：卒業研究のテーマを自ら考えることができる。
発信力：意見を述べたり、発表したりできる。
傾聴力：話を聴いたり、メモを取ったり学ぶ姿勢ができている。
柔軟性：場面に応じ柔軟な（適切な）行動をとることができる。
情況把握力：周囲の状況に応じた適切な行動をとることができる。
規律性：グループワークや課題提出日など、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力：失敗や困難を自己成長のチャンスと受け止め、前向きな態度で行動できる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



① 卒業研究の進め方や卒業論文の書き方を理解し、レ
ポートＡ４で1枚以上にまとめることができる
②先行研究として論文や文献の探し方や読み取り方を理解
し、その内容を考察し、Ａ４で1枚以上にまとめることが
できる
③卒業研究としてやりたいテーマを考え、３つはまとめる
ことができる

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

「オリエンテーショ
ン」
授業の目的や取り組み
について説明
『卒論って何？』
（黒谷）

講義
DVD視聴

本講義の内容について
理解し、学修シートに
自分の学修課題を記入
することができる

予習：シラバスを読
み、卒論というものに
ついて調べる
復習：卒業生の卒論に
ついて調べ概要集を読
む

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

2

『卒論って何？』
・卒論の内容構成につ
いて知る
・卒業生の卒論を読ま
せる（黒谷）

講義
演習
個人ワーク

卒論の内容や卒業生の
卒論についての考察を
学修シートに書くこと
ができる

予習：卒業生の卒論の
概要集を読み、自分の
読みたい論文を決めて
おく
復習：卒業生の卒論に
ついて読んだ感想を書
く

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

3

『卒論って何？』
・卒論の書き方（黒
谷）

講義
演習
小テスト(google
formsを利用しフィー
ドバック)

卒論の書き方について
理解したことを学修
シートに書くことがで
きる

予習：卒業生の卒論を
読み、卒論の書き方に
ついて考察してくる
復習：卒論の書き方に
ついて理解したことを
学修シートに書く読ん
だ感想を書く

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

4

『卒論って何？』
・テーマ設定の仕方
（黒谷）

講義
演習
レポート(google
classroom)

卒論のテーマの決め方
を理解し、自分のテー
マを考えることができ
る

予習：卒論のテーマの
設定の仕方を調べてく
る
復習：卒論のテーマを
考え、学修シートに書
く

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

5

『卒論って何？』
・研究の背景と目的の
書き方（黒谷）

講義
演習
個人ワーク

研究の背景と目的の書
き方を理解し、自分な
らどういう書き方をす
るか考え、学修シート
に書くことができる

予習：研究の背景と目
的について、調べてく
る
復習：研究の背景と目
的について、自分なり
に学修シートに書く

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

6

『先行研究』
・先行研究の意義
・文献・論文の探し方

・講義
・演習

・卒論における先行研
究の意義を理解し、自
分のテーマに沿った先
行研究を探すことがで
きる。

予習：各自の興味ある
キーワードを複数、ま
とめておく。
復習：論文検索の仕方
を復習する。 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

7

『先行研究』
・文献・論文を読んで
レビューを書かせる

・演習 ・卒論テーマとして考
えられる先行研究を検
索し、その論文を読む
ことができる。

予習：興味のある論文
を検索する。
復習：レビュー用の論
文を読み、概略をまと
める。 90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

『先行研究』
・文献・論文を読んで
レビューを書かせる

・演習 ・レビュー用論文を読
み、スライドにまとめ
ることができる。

予習：レビュー用論文
の概略を再度確認す
る。
復習：レビュー用論文
の発表スライドを完成
させる。

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

『先行研究』
・文献・論文を読んで
書いたレビューの発表

・演習
・個人ワーク

・先行研究のレビュー
を目的、方法、結果を
明確にしながら発表す
ることができる。
・先行研究の分析上の
疑問点も述べることが
できる。

予習：目的、方法、結
果が示されているか発
表用スライドを確認す
る。
復習：レビュー論文の
疑問点について再度確
認する。

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

10

就職活動・卒業研究に
ついてなど先輩から話
を聞く

・演習
・グループワーク

・自分の延長線上にあ
ることとして、推測
し、考えることができ
る。

予習：指定された資料
を読む
復習：今日の内容につ
いて確認する

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

11

『研究の方法』
・インタビュー調査、
アンケート調査、文献
調査、観察等について
紹介
(信太)

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

文献検索方法について
理解し活用するととも
に研究方法の基礎を理
解することができる

予習:研究課題を絞り
込むために文献検索を
行い、抄読する60分
復習：ワークシートに
て不十分な項目につい
て再度確認する60分

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

12

『研究の方法』
・インタビュー内容や
アンケート内容等につ
いて考え作成させる
(信太)

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

ディスカッションを行
い、自らの研究課題を
明らかにすることがで
きる

予習:研究課題を絞り
込むために文献検索を
行い、抄読する60分
復習：ワークシートに
て不十分な項目につい
て再度確認する60分

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

13

『研究計画』
・研究課題を明らかに
し研究目的、方法、内
容について計画を行う
 (信太)

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

ディスカッションを行
いながら研究課題を決
定し、研究計画書を作
成することができる

予習:研究課題を明ら
かにし研究目的、方
法、内容について計画
を行う60分
復習：ワークシートに
て不十分な項目につい
て再度確認する60分

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

『分析・考察』
・研究の方法に応じた
分析方法の紹介
・集計の仕方
 (信太)

・講義
・グループワーク
・個人ワーク

ディスカッションを行
いながら研究課題を決
定し、研究計画書を作
成することができる

予習:研究課題を明ら
かにし研究目的、方
法、内容について計画
を行う60分
復習：ワークシートに
て不十分な項目につい
て再度確認する60分

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

『来年の卒論に向け
て』
・自身のテーマを３つ
ほど考えさせ、まとめ
させる
(信太)

・講義
・グループワーク
・個人ワーク
・レポート

ディスカッションを行
いながら研究課題を決
定し、研究計画書を作
成することができる

予習:研究課題を明ら
かにし研究目的、方
法、内容について計画
を行う60分
復習：ワークシートに
て不十分な項目につい
て再度確認する60分

90

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力


